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【は
じ
め
に
】

新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
力
あ
る
活

動
の
復
活
と
、　
一
層
魅
力
あ
る
取
り
組

み
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。　
一
月
に
は
、

四
年
ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。【役

職
定
年
制
と
入
会
の
お
誘
い
】

令
和
五
年
十
月
の
支
部
長
会
で
は
、

東
京
都
教
育
庁
人
事
部

勤
労
課
長

石

毛
朋
充
様
に
お
願

い
し
て
、
「
定
年
引

上
げ
及
び
役
職
定
年
制
」
に
つ
い
て
ご

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
五
年

【待
望
の
七
十
周
年
記
念
誌
発
刊
】

創
立
七
十
周
年
記
念
誌
が
、
伊
地
敦

子
委
員
長
を
中
心
と
す
る
記
念
誌
作
成

委
員
会
と
桐
谷
澄
男
運
営
推
進
本
部
長

の
ご
尽
力
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

二
十
八
年
創
立
以
来
の
歴
史
と
、
会
員

の
皆
様
の
本
会
に
寄
せ
る
熱
い
思
い
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
念
誌
が
、

い
つ
ま
で
も
お
手
元
に
あ

っ
て
、
本
会

の
魅
力
を
感
じ
取

っ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸

い
で
す
。

記
念
誌
は
全
会
員
の
皆
様
と
、
幼

。

小

。
中

。
高

・
特
別
支
援
学
校
、　
一
貫

校
、
義
務
教
育
学
校
の
、
現
職
の
園
長
、

校
長
の
皆
様
全
員
に
配
布

い
た
し
ま
し

た
。
配
布
に
際
し
て
、
各
支
部
の
支
部

長
、
役
員
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
で

き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【会
員
研
修
会

盛
会
裏
に
終
了
】

十

一
月
の
会
員
研
修
会
当
日
は
、
午

前
中
の
秋
腺
雨
か
ら

一
転
、
雨
が
上
が

り
、
参
加
さ
れ
る
方
々
が
東
大
赤
門
前

に
集

っ
て
、
予
定
通
り
に
始
ま
り
ま
し

た
。文

京
区
の
公
認
観
光
ガ
イ
ド
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
三
四
郎
池
等
を
め
ぐ

り
、
無
縁
坂
を
下

っ
て
旧
岩
崎
邸
庭
園

を
見
学
し
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
満
足

感
が
伝
わ

っ
て
く
る
午
後
の
ひ
と
時
で

し
た
。

生
涯
学
習
部
の

一
九
と
な

つ
た
取
り

組
み
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

【終
わ
り
に
】

総
会
以
来
、
本
会
の
課
題
解
決
に
向

け
支
部
と
本
部
と
が

一
体
と
な

っ
た
取

り
組
み
が
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

龍
の
水
を
得
る
如
く
、
会
員
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
活
躍
の
場
が
広
が
り
、

幸
多

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

食
う
―
ぶヽ
ク

度
に
六
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
管
理

職
の
方
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
は
原
則

と
し
て
管
理
職
以
外
の
職
に
異
動

（降

任
）
し
、
特
例
的
に
六
十

一
歳
以
降
も

管
理
職
と
し
て
任
用
す
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
本
会
は
、
今
年
度
末
に
六
十

歳
で
役
職
定
年
を
迎
え
る
園
長

・
校
長

の
皆
様
全
員
に
、
入
会
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
令
和
六
年

一
月
の
支

部
長
会
に
会
則
の

一
部
改
正
を
提
案
し
、

総
会
に
代
わ
る
承
認

へ
と
進
め
る
予
定

で
す
。
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令
和
五
年
度
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
地
区

退
職
校
長
会
連
絡
協
議
会

「千
葉
大
会
」
の
概
要
報
告

令
和
五
年
度
全
国
連
合
退
職
校
長

会
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
地
区
退

職
校
長
会
連
絡
協
議
会

「
千
葉
大

会
」
が
、
十
月
二
十
六
日

・
二
十
七

日
、
千
葉
県
千
葉
市
の
ク
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
″
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
角
田
美
枝
子

会
長

・
福
島
良
樹
副
会
長

・
赤
坂
寅

夫
副
会
長
の
三
名
の
参
加
に
加
え
、

千
葉
県
以
外
か
ら
二
十
四
名
、
開
催

県
の
千
葉
県
か
ら
は
二
十
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
協
議
題
は

「
退
職
校

長
会
の
存
在
感
を
高
め
る
活
動
を
広

げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
―

『魅
力
あ
る
会
』
の
構
築
を
目
指
し

て
―
」
で
す
。
協
議
題
に
迫
る
た
め

に
、
各
都
県
か
ら
以
下
の
四
つ
の
共

通
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
情
報
提
供
が
さ
れ
ま
し
た
。

①
教
育
現
場
や
教
育
関
係
団
体
等
と

の
交
流
や
支
援
活
動

②
役
員
と

一
般
会
員
と
の
意
識
の
差

や
会
員
の
年
代
別
意
識
の
差
を
埋

め
て
い
く
工
夫

③
福
利
厚
生
事
業
、
生
き
が
い
を
持

て
る
活
動
の
工
夫

④
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
広
報
活

動時
間
の
関
係
か
ら
四
つ
の
共
通
課

題
の
中
か
ら
特
に
重
点
と
し
て
い
る

課
題
に
つ
い
て
、
各
都
県
が
発
表
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
他
の
県
か
ら
質
問
を

し
、
意
見
交
換
を
す
る
と

い
う
形
式

で
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
①

の
課
題
を
中
心
に
、

教
育
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
り
学
校
や
地
域
社
会
の
教
育
に
寄

与
す
る
研
究
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

と
、
会
員
相

互

の
交
流
を

図
る
支
部
間

交
流

の
活
性

化
を
今
年
度

の
重
点
と
し

て
い
る
こ
と

等
を
説
明
し

ま
し
た
。

（総
務
部
担
当
副
会
長
　
赤
坂
寅
夫
）

令
和
五
年
度
第
二
回
会
員
研
修
会

は
、
名
所
散
策
を
要
望
す
る
声
に
応

え
、
初
の
屋
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

十

一
月
十
七
日

（金
）
の
当
日
は
あ

い
に
く
朝
か
ら
の
雨
模
様
。
し
か
し
、

会
員
の
気
持
ち
が
通
じ
た
の
か
午
後

一
時
半
の
集
合
時
刻
に
は
雨
も
上
が

り
、
角
田
会
長
を
始
め
二
十
六
名
が

参
加
。
文
京
区
ふ
る
さ
と
歴
史
館

の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

赤
門
～
東
大
キ
ャ
ン
パ
ス
～
無
縁
坂

～
旧
岩
崎
邸
の
コ
ー
ス
を
約
三
時
間

半
か
け
て
散
策
し
ま
し
た
。

今
年
は
十
月
ま
で
暑
さ
が
続

い
た

た
め
、
銀
杏

の
黄
葉

に
は
少
し
早

か

っ
た
も
の
の
、
見
事
な
大
木
の
並

木
を
見
上
げ

つ
つ
、
構
内
に
あ
る
由

緒
あ
る
建
物
や
我
が
国
の
学
問
発
展

に
貢
献
し
た
偉
人
た
ち
の
銅
像
な
ど

を
見
て
廻
る
と
、
改
め
て
帝
国
大
学

時
代
か
ら
の
東
大
の
歴
史
と
伝
統
の

重
み
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（他

に
も
日
本
初
の
人
工
衛
星

「大
隅
」

の
実
物
大
模
型
な
ど
も
置
か
れ
て
い

ま
す
。
）

有
名
な
安
田
講
堂
の
前
で
休
憩
と

集
合
写
真
を
撮

っ
た
後
、
三
四
郎
池

の
脇
か
ら
東
大
病
院
の
前
を
通

っ
て

無
縁
坂
を
下
り
、
旧
岩
崎
邸
庭
園

へ
。

岩
崎
邸
の
入
り
口
に
あ
る
銀
杏
の
大

木
は
黄
葉
も
見
事
で
、
英
国
人
コ
ン

ド
ル
に
よ

っ
て
設
計
さ
れ
、
岩
崎
家

の
迎
賓
館
と
し
て
用

い
ら
れ
た
西
洋

館
、
併
設
さ
れ
た
和
館
な
ど
の
重
厚

な
施
設
に
、
三
菱
財
閥
を
創
り
上
げ

た
明
治
期
の
岩
崎

一
族
の
貫
禄
を
体

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（生
涯
学
習
部
　
松
澤
茂
久
）

第
二
回
会
員
研
修
会
報
告
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教
職
員
の
６５
歳
定
年
制
、
役
職
定
年
制
に
つ
い
て
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標
記
の
題
は
本
会
の
会
員
も
強
く

関
心
を
寄
せ
て
い
る
制
度
改
正
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ

う
と
、
去
る
１０
月
１９
日

（本
）
の
支

部
長
会
で
学
習
会
の
時
間
を
設
定
し

都
教
委
か
ら
の
説
明
を
受
け
た
。
は

じ
め
に
角
田
美
枝
子
会
長
の
依
頼
を

快
諾
さ
れ
た
都
教
委

へ
の
お
礼
と
講

師
紹
介
が
あ
り
４０
分
の
学
習
会
に
入

る
。
以
下
に
概
要
を
紹
介
。

講
師
　
東
京
都
教
育
庁
人
事
部

勤
労
課
長
　
　
　
石
毛
朋
充
氏

東
京
都
教
育
庁
指
導
部

企
画
推
進
担
当
課
長毛

利
元

一
氏

〈石
毛
勤
労
課
長
の
説
明
〉

●
制
度
改
正
の
経
緯

国
は
定
年
引
き
上
げ
に
関
わ

っ
て

令
和
３
年
６
月
に
地
方
公
務
員
法
の

改
正
を
行

っ
た
。
施
行
は
令
和
５
年

４
月
１
日
。

そ
れ
を
受
け
て
、
東
京
都
は

「職

員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
」
等
の

条
例
や
規
則
を
改
正
し
公
立
学
校
の

教
育
職
員
を
含
む
職
員
の
定
年
を
２

年
に
１
歳
ず

つ
、

６０
歳
か
ら
段
階
的

に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
施
行
に
入
り
、

最
終
的
に
は
令
和
１３
年
に
定
年
６５
歳

制
が
完
成
す
る
。

②
役
職
定
年
制

０
こ
の
制
度

の
趣
旨
は
、
「
組
織

の

新
陳
代
謝
を
確
保
し
、
組
織
活
力

を
維
持
す
る
た
め
、
管
理
職

（学

校
で
は
校
長

・
副
校
長
）
は
、

６０

歳
に
達
し
た
日
か
ら
後
の
、
最
初

の
４
月
１
日
ま
で
に
原
則
と
し
て

管
理
職
以
外

の
職

に
異
動

（
降

任
）
す
る
こ
と
と
す
る
」
で
あ
る
。

役
職
定
年
に
よ
る
降
任
先
は
原
則

と
し
て
非
管
理
職
の
最
上
位
と
な

る
た
め
、
ポ
ス
ト
が
あ
れ
ば
主
幹

教
諭

へ
の
降
任
と
な
り
、
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
主
任
教
諭

へ
の
降
任

と

な

る
。

②
給
料
月
額
は
、
管
理
職

・
非
管
理

職
と
も
、

６０
歳
前
の
７
割
水
準
に

設
定
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る

「
７
割

措
置
」
で
あ
る
。

同
こ
の
た
め
管
理
職
は

「
降
任
」
と

「
７
割
措
置
」
で
二
重
に
給
料
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
降
任
後
も

役
職
定
年
に
よ
る
降
任
前
に
受
け

て
い
た
給
料
月
額
の
７
割
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
降
任
前
の
給
料
月

額
の
７
割
と
降
任
後
の
７
割
と
の

差
額
を
役
職
定
年
調
整
額
と
し
て

支
給
す
る
。

●
役
職
定
年
制
の
例
外
（特
例
任
用
）

０
役
職
定
年
制
で
管
理
職
が
非
管
理

職
に
降
任
す
る
こ
と
で
、
公
務
の

運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
場

合
、
引
き
続
き
管
理
職
と
し
て
勤

務
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

い
わ
ゆ
る
、
異
動
可
能
型
特
例
任

用
で
あ
る
。
管
理
職
と
し
て
継
続

勤
務

で
き
る

の
は
最
長

５
年
間

（１
年
単
位
で
期
間
を
延
長
）
。

②

「公
務
運
営
に
著
し

い
支
障
」
と

は
、
「
出
先
事
業
所
や
専
門
性

の

高

い
ポ
ス
ト
等
で
、
当
該
職
員
の

降
任
に
よ
り
当
該
ポ
ス
ト
に
生
ず

る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
業
務
の
遂
行
に
障
害

を
生
ず
る
場
合
」
を
指
す
。

０
教
育
管
理
職

の
新
陳
代
謝

や
校

長

・
副
校
長
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
の
上
、

６０
歳
以
降
も
引
き
続

き
校
長

・
副
校
長
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る

方
の
中
か
ら
、
人
事
評
価
等
に
基

づ
い
て
適
任
者
の
判
定
を
行

い
、

特
例
任
用
す
る
。

〈質
疑
（紙
数
の
関
係
で
２
間
の
み
掲
載
）〉

Ｑ

「
６１
歳
定
年
し
た
校
長
は
定
年
後

も
長
と
し
て
４
年
間
は
で
き
る
の

で
す
か
。
」

Ａ

「令
和
６
年
４
月
以
降
、
本
人
が

校
長
を
し
た
い
、
と
言

っ
て
い
た

だ
け
る
場
合
は
暫
定
再
任
用
の
選

考
を
受
け
て
、
通
過
で
き
れ
ば
校

長
と
し
て
勤
務
出
来
る
。
」

Ｑ

「
６５
歳
以
降
は
ど
う
な
る
の
で
す

か
。
」

Ａ

「
こ
の
制
度
が
完
成
し
た
時
は
定

年
の
年
齢
は
６５
歳
に
な
る
の
で
す

が
、

６５
歳
以
降
に
つ
い
て
は
国
に

よ
る
制
度
設
計
も
ま
だ
の
た
め
不

明
で
す
。
」

（広
報
部
副
部
長
　
梅
津
通
郎
）

見
事
に
咲
い
た
花
―

七
十
年
よ
輝
け

本
会
よ
輝
け

運
営
推
進
本
部
長
　
桐
谷
澄
男

「素
敵
だ

っ
た
わ
、
打
ち
上
げ
会
」

と
か

「
と
て
も
よ
い
打
ち
上
げ
会
で

し
た
よ
」
と
、
私
た
ち
会
員
自
身
が

自
画
自
賛
で
き
る
声
で
令
和
５
年
１０

月
１６
日
に
最
後
の
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

改
め
て
、
七
十
周
年
の
式
典
や
関

連
の
諸
会
合
等
の
歩
み
を

一
人
静
か

に
振
り
返
る
自
分
が
い
た
の
だ
。

見
事
に
花
は
咲

い
た
と
振
り
返
る
。

式
典
委
員
長
の
多
田
前
会
長
以
下
、

花
の
下
で
役
員
、
委
員
だ
け
で
な
く
、

本
会
々
員
全
て
が

「
七
十
年
よ
輝
け
、

本
会
よ
輝
け
」
と
ば
か
り
に
、
快
哉

を
叫
ん
だ
、
と
考
え
る
。

「
組
織

の
意
思
を
未
来
に
繋
げ
皆

で
祝
う
七
十
周
年
」
（
テ
ー
マ
）
「
心

を

一
つ
に
　
繋
ご
う
未
来

へ
」
（
ス

ロ
ー
ガ
ン
）
が
、
テ
ー
マ
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
終
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
堂
々
の
ワ
ン
テ
ー
ム
で

有
り
得
た
。
最
後
の

「打
ち
上
げ
の

会
」
で
実
証
さ
れ
た
こ
と
を
、
こ
こ

に
総
括
し
、
報
告
す
る
。

-3-
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

一

教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

一

委
員
長

　

一早
野

一
紀

一

前
回
の
会
報

２２０
号
と

一
緒
に
お
配

り
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
す

で
に
回
答
を
さ
れ
た
方
も
多

い
と
思

い
ま
す
。

今
学
校
は
、
山
積
す
る
課
題
の
解

決
に
向
け
、
校
長
を
は
じ
め
教
員
の

負
担
は
増
加
す
る

一
方
で
す
。
教
員

の
志
望
者
も
減
少
し
、
欠
員
も
生
じ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
精
神
を
病

ん
で
い
る
教
員
や
不
登
校
の
児
童

・

生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

れ
ば
、
学
校
は
、
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
す
べ
き
こ
と
は
、
教
員
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
も
す
で

に
始
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
退

職
校
長
会
が
関
わ
れ
る
こ
と
は
何
か

を
考
え
、
都
や
区
市
の
行
政
と
連
携

し
、
組
織
と
し
て
学
校
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
学
校
と
の
現
状
で

の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
た

め
に
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

だ
回
答
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
ど

う
か
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が

入
会
す
る
こ
と
を
願
っ
て
！

会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

委
員
長

　

壷
内
　
明

今
井
前
委
員
長
か
ら
引
き
継
ぎ
桐

谷
、
関
本
、
荒
木
、
三
原
、
北
村
、

岩
谷
、
落
合
、
篠
崎
、
石
毛
、
壺
内

の
委
員
１０
名
で
各
支
部
長
会
と

一
体

に
な

っ
て
勧
誘
活
動
に
全
力
投
球
。

今
年
の
主
な
活
動
は
、
①
幼
・小
・

中

・
高

・
特
支
の
事
務
局
を
訪
問
し

各
校
種

の
退
職
デ
ー
タ
収
集
。
②
退

職
予
定
者

（役
職
定
年
予
定
者
）
の

リ
ス
ト
作
成
。
③
再
任
用
退
職
者

・

早
期
退
職
者
の
リ
ス
ト
作
成
。
④
退

職
５
年
後
の
未
加
入
者
の
リ
ス
ト
作

成
。
⑤
７
月
に
再
度
退
職
者

（役
職

定
年
者
）
の
未
加
入
者

へ
の
勧
誘
リ

ス
ト
作
成
。
⑥
勧
誘
通
知
文
や
退
職

校
長
会
の
活
動
内
容
作
成
。
⑦
支
部

長
会
で
４３
支
部
に
情
報
提
供
。

黒
手
帳
と
呪
め

っ
こ
し
な
が
ら
の

名
前
と
住
所
な
ど
の
デ
ー
タ
作
成
は

難
行
苦
行
の
連
続
で
あ
る
。
年
々
会

員
減
少
が
続
き
、
危
機
意
識
を
も

っ

て
会
員
増
強
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
。

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

。
ご
協

力
を
お
願

い
し
た
い
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
委
員
会

に
つ
い
て

委
員
長
　

福
島
良
樹

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

。
公
開

・

削
除
は
、
会
長
、
役
員
２
名
、
事
務

局
長
の
４
名
か
ら
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
員
会
を
中
心
に
審
議
を
行

い
、

そ
の
作
業
は
、
本
部
内
の
情
報
推
進

部
が
担
当
し
ま
す
。

今
般
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

。

削
除
に
関
し
て
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
問
題
を

大
切
に
し
て
い
く
観
点
か
ら
支
部
長

会
に
於

い
て
公
開
依
頼
書
の
提
出
を

求
め
る
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
今
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

す
が
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
名
所
旧
跡

を
訪
ね
る
等
々
、
支
部
間
交
流
を

一

層
図
れ
る
魅
力
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
公
開
に
向
け
鋭
意
努
力
を
し
て
い

く
覚
悟
で
す
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

協
力
や
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

一支
部
だ
よ
り
一

/

/~~~ヽ
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桜

港
支
部
は
現
在
、
正
会
員
３
名
、

特
別
会
員
２８
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

支
部
の
活
動
は
、
総
会
と
支
部
便

り
に
よ

っ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

支
部
便
り
は
４
月
、
７
月
、
９
月
、

１
月
の
年
４
回
送
り
ま
す
。

港
区
教
育
委
員
会
事
務
局
の
発
行

の

「
ひ
ろ
ば
」
は
、
浦
田
幹
男
教
育

長
様
の
ご
厚
意
で
年
３
回
支
部
便
り

と
共
に
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
区
内
の
学
校

の
様
子
や
郷
土
歴
史
館
、
み
な
と
科

学
館
の
催
し
物
な
ど
が
分
か
り
、
会

員
の
方
々
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

７
月
は

「会
員
の
お
便
り
集
」
を

送
り
ま
す
。
今
年
度
は
２４
名
の
方

々

か
ら
原
稿
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

家
族
と
の
楽
し
い
交
流
や
生
き
が
い
、

新
し

い
体
験
や
学
び
の
喜
び
、
「
ひ

ろ
ば
」
か
ら
の
新
校
舎
落
成
を
祝
う

声
な
ど
、
力
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
ば
と
会
員
の
お
便
り
集

港
支
部
長
　
野
々
山
　
毅
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四
年
ぶ
り
に
総
会

。
懇
談
会
が
開

催
で
き
ま
し
た
。
会
場
の
都
合
で
、

平
日
に
な

っ
た
た
め
出
席
者
が
少
な

か

っ
た
け
れ
ど
も
、
区
長

・
議
長

・

教
育
長

・
小
中
の
校
長
会
長
が
出
席

し
て
下
さ
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
募
集

に
あ
た
り
、
区
内
在

住

。
在
勤
の
退
職
校
長
に
、
活
動
の

様
子
、
総
会
資
料
、
規
約
な
ど
送
付

し
ま
し
た
が
全
く
反
応
が
あ
り
ま
せ

ん
。
唯

一
親
交
の
あ

っ
た
後
輩
の
校

長
が
入
会
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

九
月
に

「会
誌
四
十
九
号
」
を
発

行
し
ま
し
た
。
会
員
五
十
二
名
の
内

八
割
の
四
十
名
が
寄
稿
し
て
く
れ
ま

し
た
。
会
誌
は
会
員
相
互
の
交
流
の

場
で
あ
り
、
会
員
と
し
て
の
証
で
も

あ
り
ま
す
。
原
稿
締
切
を
再
度
延
長

し
て
、
多
く
の
会
員
の
声
を
集
め
て

い
ま
す
。

三
月
に

「
一
日
研
修
会
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ど
こ
に
い
く

の
か
楽
し
み
で
す
。

本
支
部
で
は
、
全
員
研
修
会
を
年

に
二
回
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

の

一
回
日
は
、

１１
月
１７
日

（金
）
都

の
研
修
会
に
便
乗
し
て
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
３
名
お
り
ま
し
た
。
２
時

間
か
か

っ
て
の
参
加
で
し
た
が
、
支

部
長
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
し

た
。
数
年
前
、
日
野
、
八
王
子
の
研

修
会

へ
の
参
加
者
も
同
程
度
の
参
加

で
し
た
。
高
齢
化
が
原
因
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
年
度
の
二
回
目
の
研
修
会

は
会
員
に
よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

支
部
代
表
者
会
の
後
半
か
ら
の
実
施

で
す
の
で
参
加
人
数
も
多

い
と
思
わ

れ
ま
す
。

来
年
度
は
、
散
策
会
、
工
場
見
学

会
、
講
演
会
等
、
副
支
部
長
の
立
案

に
よ
り
代
表
者
会
で
承
認
決
定
し
て

お
り
ま
す
ｃ

以
前
は
、
本
支
部
も
会
員
が

２００
名

近
く
居
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
６０
名

程
度
に
な
り
ま
し
た
。
立
川
。国
立
・

東
大
和

・
武
蔵
村
山

。
昭
島
か
ら
１

名
ず

つ
役
員
が
出
て
会
務
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。
研
修
会
参
加
者
減
も
含

め
て
、
会
員
減
は
都
退
職
校
長
会

の

大
き
な
課
題
で
す
。

令
和
四
年
度
末
に
定
年
を
迎
え
、

退
職
し
ま
し
た
。
体
調
が
万
全
で
は

な
く
、
健
康
面
に
不
安
が
あ

っ
た
た

め
再
任
用
を
断
念
し
、
現
在
は
区
の

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
週
二
十

時
間
、
子
ど
も
た
ち
に
算
数
を
教
え

て
い
ま
す
。

図
工
専
科
と
し
て
二
年
間
、
学
級

担
任
と
し
て
十
四
年
間
の
経
験
が
あ

る
と
は
言
え
、
十
八
年
ぶ
り
の
教
科

指
導
…
。
「
ち

ゃ
ん
と
授
業
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と

い
う
所
属

の

校
長
や
同
僚
の
心
配

（？
）
を
他
所

に
、
本
人
は
と

い
う
と
元
気

い
っ
ぱ

い
な
子
ど
も
た
ち
を
前
に
、
毎
日
楽

し
く
職
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

校
長
職
は
退
き
ま
し
た
が
、
校
長

職
も
現
職
も
そ
の
職
責
の
重
さ
は
同

じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
の
前
の
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

力
を
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
に
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
。
現
在
、
北
区
に
在
住
し

て
お
り
ま
す
が
、
大
先
輩
で
荒
川
支

部
長
で
あ
る
桜
庭
清
徳
先
生
か
ら
お

誘

い
い
た
だ
き
、
荒
川
支
部
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
昭
和
六
十
年
に
荒
川
区
立

第
四
中
学
校
に
着
任
、
板
橋
区
、
北

区
と
教
員
生
活
を
送
り
、
そ
の
後
、

副
校
長
昇
任
の
際
、
再
び
荒
川
区
立

第
四
中
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。
以

来
十
六
年
間
、
荒
川
区
に
お
世
話
に

な
り
、
定
年
を
初
任
校
で
あ
る
第
四

中
学
校
で
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
た

い
へ
ん
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
四
月
よ
り
再
任
用
校

長
と
し
て
同
区
尾
久
八
幡
中
学
校
に

着
任

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

そ
の
年
ご
と
に
で
き
る
こ
と
を
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

-5-

支
部
研
修
会
に
つ
い
て

北
多
摩
西
部
支
部
長
　
萩
原

敏
文

新

入

会

Ｌ
員

の

声

通
常
の
活
動
に
戻
っ
て

墨
田
支
部
長
　
加
藤
　
明
紀
夫

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

荒
川
支
部
　
稲
葉
　
裕
之
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栄えの受章お祝い申し上げます。

瑞宝小綬章 (3名)     瑞宝双光章 (7名 )

町田 静隆 (板 橋)    宮崎 和敏 (江 東 )

北村  透 (足 立)    河西 尭夫 (渋 谷 )

鈴木 敏郎 (埼玉県)    林 瑠美子 (渋 谷 )

(敬称略)

佐藤

井上

′lヽ i畢

浅沼

(葛 飾 )

(八王子 )

(府  中)

(三宅島)

輝雄

正

宏

洋

(福利厚生部担当副会長 増‖]稔 )

(福利厚生部担当副会長 増田 稔 )

高齢者叙勲受章会員

栄えの受章お祝い申し上げます。 (敬称略)

(令和 5年 11月 10日 現在 本部に届けがあった方々)

瑞宝双光章 (9名 )

工藤 清治 (荒 川)   稲川 君江 (千葉西部)  三村恵四郎

櫻井 義孝 (練 馬)   浜岡 忠彦 (埼玉県)   高橋  雄

沼尾 敏之 (西多摩)   清水 和夫 (埼玉県)   近藤 忠美

(神 奈川県 )

(神奈川県 )

(地方 。宮城県 )

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執 り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会 会員福利厚生の一環として

昭和51年 4月 より団体契約によるお葬式サービスを提供しております。

会員ご本人様はもとより、ご家族ご親戚の方々もご利用いただけます。

霧蓼,0120-849…544

東 京 都 退 職 絞 長 会 会 員 の 皆 様 、

365日 24時間いつでも迅速対応

本社 :東京都杉並区上荻3-]5-17 営業本部 :東京都練馬区北町5-18-]53階  ■L03-3396-7231

写顆劉I Lieウェルライフグルーコ
会東京都民互助会手姜条典

ホームページ

|    ′  1

像
直葬・家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります

6

令和‐5年 秋の叙勲受章会員

議 |―

ノ
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難
◆
ク
ラ
ブ
紹
介
◆
◆

園
芸
ク
ラ
ブ
は
、
山
野
草

・
盆
栽

・
プ

ラ
ン
タ
ー
菜
園
…
等
多
岐
な
植
物
好
き
な

者
の
集
ま
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
今

は
活
動
が
低
調
で
す
が
、
や
が
て
発
芽
し

て
大
き
く
育
つ
事
を
願

っ
て
い
ま
す
。
入

会
歓
迎
で
す
―

囲
碁
の
別
称
に
、
爛
何

・
坐
隠

。
手
談

・

橘
中
の
楽

・
君
子
の
た
し
な
み
な
ど

い
ろ

い
ろ
あ
り
、
囲
碁
を
見
事
に
表
し
、
な
る

ほ
ど
と
思
わ
せ
ま
す
。

一
緒
に
囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

撮
影
、
研
究
、
懇
親
を
三
本
柱
と
し
て

季
節
ご
と
の
撮
影
会
６
回
、
作
品
展
２
回
、

作
品
研
究
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
Ю
名
。
撮
影
は
頭
と
足
を

使
い
老
化
防
止
に
繋
が
り
、
∞
歳
代
の
会

員
も
元
気
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

東
京
の
東
部
、
湘
南
地
域
、
横
浜
、
千

葉
地
区
等
地
域
の
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
毎
月

（８
月
を
除
く
）
、

駒
込
文
化
創
造
館
を
会
場
に
、
会
員
数
８

名

（７
月
現
在
）
で
、
担
当
者
と
画
題
を

決
め
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

墨

の
濃
淡
、
滲
み
を
楽
し
む
、
ひ
と
時

を
ご

一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

場
所
は
杉
並
区
立
松
の
木
中
学
校
と
な

り
の
松

の
木
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

時
間
は
１３
時
も
し
く
は
１５
時
ス
タ
ー
ト

で
２
時
間
。

参
加
者

は
少
な

い
で
す

が
、
楽

し
く

や

っ
て
い
ま
す
。

お
時
間
が
合
え
ば

い
ら
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し

い
で
す
。

私
た
ち
は

「釣
り
」
を
趣
味
と
し
て
海
の

景
色
で
心
の
洗
濯
も
兼
ね
て
毎
月

一
回
船
釣

り
に
出
て
い
ま
す
。
シ
ロ
ギ
ス
、
ア
ジ
な
ど

釣
り
や
す
い
魚
種
を
選
ん
で
釣
行
し
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
に
休
部
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
世
の
中
の
動
き
に
な
ら
い
活
動
を
再

開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
作
歌

へ
の
情
熱
を
人
生
に
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

ご
連
絡
下
さ
い
。

ク
ラ
ブ

ヘ
の
入
会
を
お
考
え
の
方
は
、

連
絡
先
を
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

匡蒸 正面研
|がん保険ん
議箋議鐵

「
a′/∫=

保険
期間

初めて「がん」「上皮内新生物」と診断
確定されたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を
目的とする入院をしたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的
とする次のいずれかの通院をしたとき

①特定の治療(*1)のための通院
②初めて診断確定をされた日、所定
の治療(*1)を受けた日、または退院
日の翌日から365日以内の通院

・保障の開始まで所定の待ち期間(保 障されない期間)が あります。
(*1)所定の治療とは、手術・放射線治療(電磁波温熱療法を合む)・ 抗がん剤治療(経 口投与を除く)・

ホルモン剤治療(経口投与を除く)を いいます。
・ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください
。個人情報の利用目的 :ア フラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。
詳しくは弊社HPを ご参照ください。

■
■
■
■

保険料は、2023年 4月 現在のものです。

※健康状態によっては、記載の保険料と異
。なる場合があ ります (保険料が割増となる

場合があ ります)。 お申込み後にアフ
ラックから送付する書面をご確認ください。

がんと向き合う人を支える基本のがん保険

月払保険料例 個別取扱
左記プランの場合

解約払戻金なしタイプ

保険料払込期間 :終身/定額タイフ
・

特定保険料払込免除特約な し

年齢

60歳 3,440円 2,080円

65歳 4,110円 2,330円

70歳 4,750Fヨ 2,580円

75歳 5,375円 2,855円

80歳 6,000円 3,185円

85歳 6,695円 3,615円

50r'm Snm

一時金として
がん 上皮内新生物

1日 につき

5,000円

5,000円

1日 につき

オリジナルプラン

資料請求 。お問い合わせ 。お申込みは

(平 日 9:00～ 20:00土 日祝 9:00～ 17:00)
(=集代理店}アフラツクl`燿着創度を採用しております

田 三井住友トラスト・ライフバートナーズ
:

〒10卜0054東京都千ft田区神田鑢町3-11-1
AF003-2023-02745月 2日 (240502)

面繭.0120‐357‐212
く引受保破会場

『生きる」を書る。 アフラック

Atta
-7-

_東 京驀一法人雪蕪椰
r・ 〒10〕α紀過菫東薔:報田枢丸の額

=嗜
丸Ontンタービ丼1雪

1■

"IT●
103毛38■ e806 Fax o3321群3887

『
維

画

ク

ラ
フ

・
水

墨

画

　

　

一

軋
　
　
　
　
委
員
長
　
関
□
　
修
司

亀

一
生

涯

保

障

Ｋ

Ｃ

委
員
長

ソ
フ
ト

一

ニ
ス
ク
ラ

委
員
長

フ
ブ

・

<**6aeiantiA,{*HDaysl >^F#e{ilSEffi s,OOOH

診断
給付金

がん。上皮内
新生物それぞれ
1回限り

|

院
絵

入
絣

日数無制限

通院
給付金

数日内以日
一限

６５
制

“

無

①日数無制限
②通院期間中

男性 女性
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物

汝

者

進
ん
で
ざ
難
去
を
悼
み

ざ
冥
わ
を
お
竹
う
や
ｔ
上
げ
ま
す

吉
田
千
鶴
子

　

５
・８
・１９

葛

飾
　
小

８９

２６

小
野
満
禎
子

　

５
・８
・１９

武蔵
野
一
一鷹
　
高

８２

４０

並
木
　
巧
光

　

５
・８
・２５

西
多
摩
　
中
　
８６

５１

島
田
　
泰
介

　

５
・８
・２７

神
奈
川
県
　
小

９４

７２

池
場
　
　
望

　

５
・８
カ

府

中
　
中

８９

４６

手
塚
宇
二
郎

　

５
・８
■

埼
玉
県
　
小

８９

６５

佐
藤
　
儀

一　
　
５
・９
・３

埼
玉
県
　
小
　
９０

６５

土
方
　
順
蔵

　

・？
９
・４

西
多
摩
　
小
　
９６

５１

高
橋
　
貞
子

　

５
・９
・５
　

北

　

小
　
７８

１８

村
川
　
昭
博

　

５
・９
・８

埼
に
県
　
中

９１

６６

伊
野
　
泰

一　
　
５
・９
・１０

北多
常
部
　
小
　
８８

４５

小
池
角
次
郎

　

５
・９
・１２

神
奈
川
県
　
中

８８

７２

佐
治
　
恒
孝

　

５
・９
ル

神
奈
川
県
　
高

７６

６９

金
子
　
政
雄

　

５
・Ю
・２

世
田
谷
　
中

９２

Ｈ

※
頁
は
令
和
４
年
度
発
行
の
新
名
簿
に
よ
る

氏
　
名

佐
藤
　
松
寿

廣
瀬
　
智
子

加
藤
　
節
夫

入
戸
野
邦
義

橋
本
　
　
徹

富
田
　
洋
子

武
智
　
恒
雄

平
山
　
　
平

太
田
美
智
彦

河
西
　
　
労

真
壁
　
繁
樹

藤
井
　
　
清

坂
本
　
秀
雄

延
藤
　
君
雄

本
部
　
廣
雄

井
関
　
登
晴

鈴
木
　
　
宏

年
月

日

３

・
■
・
９

４

・
９
・
Ｈ

４
・
■

・
１２

４

・
１１
・
３０

５

・
３

・
Ｈ

５

，
４

・
１３

５

・
４

・
２０

５

・
７

・
１０

５

・
７

・
１７

５

・
７

・
３０

５

・
７

・
３‐

５

ｏ
８

・
１２

支
部
名

神
奈
川
県

八
王
子

練
　
馬

地
方
・山
梨
県

埼
玉
県

府
　
中

神
奈
川
県

調

　

布

北
多
摩
中
部

北
多
摩
西
部

北
多
摩
中
部

膠
ヽ
　

工立

府
　
中

大
　
田

神
奈
川
県

小
　
９０

７０

小
　
８９

３０

小
　
９２

２２

中
　
８９

７３

小
　
７８

６８

小
　
８８

４６

中
　
８９

７０

中
　
９２

４８

小
　
８９

４５

小
　
７６

４９

小
　
８９

２４

高
　
８７

４７

小
　
９４

９

小
　
９２

７０

高
　
９１

１８

5

8

17

校種

年齢

名簿頁

島

イヽ

98

17

月ヽ

89

44

(令和 5年 10月 10日  届出現在 )

（福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長
　
増
田
　
稔
）

れ
た
第

職
員
物
故
者
追
悼
式
」
に
参
列
い
た
し
ま

し
た
。
本
会
元
会
長
の
片
岡
敦
子
先
生
が

今
は
た
だ
遠
き
昭
和
の
懐
か
し
さ

吾
が
人
生
に
良
き
師
よ
き
友

踏
ま
れ
て
も
折
ら
れ
て
も
芽
を
出
す
土
筆
ん
ぼ

己
に
克
つ
心

生
き
る
支
え
に

人
生
は
和
し
て
同
せ
ず
旅
心

嘗
て
の
師
友
を
心
に
刻
み

千
葉
南
部
支
部
　
大
久
保
明
夫

突
然
の
雷
雨
襲
い
て
子
ど
も
ら
が

鋭
き
声
あ
げ
校
舎
に
と
び
込
む

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
道
を
か
け
ゆ
く
男
児
ら
の

後
追
い
か
け
て
泥
水
は
ね
る

中
野
支
部
　
田
中
弘
志

ご
遺
族
を
代
表
し
て
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

（会
長
　
角
田
美
枝
子
）

寄
稿
＝
江
東
支
部
俳
句
の
会

「
四
葉
句
楽
部
」

羽
根
突
き
の
音
も
懐
か
し
枕
元

木
枯
ら
し
や
胸
元
押
さ
え
家
路
就
く蔀

　
次
雄

新
品
の
肩
掛
け
か
ば
ん
お
正
月

マ
フ
ラ
ー
を
な
び
か
せ
急
ぐ
家
路
か
な

鈴
木
正
孝

年
越
し
の
蕎
麦
打
つ
父
の
赤
ら
顔

紅
梅
に
目
自
の
つ
が
い
見
え
隠
れ

佐
藤
正
広

カ
メ
ラ
持
つ
視
界
遮
る
寒
雀

日
脚
伸
ぶ
床
の
ソ
フ
ア
ー
に
眼
を
落
と
す

野
村
文
章

寒
の
う
ち
陽
射
し
を
求
め
隣
室

へ

青
空
を
掴
む
が
ご
と
し
梅
が
枝

加
村
隆
治

短

歌

編

集

後

記

世
界
か
ら
戦
争
や
紛
争
が

一
日
も

早
く
無
く
な
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
今

年
初
の
会
報
作
成
の
さ
な
か
、
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

尊

い
命
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
方

々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
に
は
、
支
部
長
会
の
学
習
会

で
都
教
委
が
話
さ
れ
た

「教
職
員
の

定
年
引
上
げ
制
と
役
職
定
年
制
」
の

内
容
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会

の
組
織
づ
く
り
に
も
関
わ
る
重
要
な

制
度
で
す
の
で
、
し

っ
か
り
理
解
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
第
二
回
会
員
研
修
会
の
報

告
が
載

っ
て
い
ま
す
。
初
の
屋
外
研

修
と
言
う
言
葉
に
魅
か
れ
て
私
も
参

加
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
三
四
郎
池
を
眺
め
、

小
説

「雁
」
の
舞
台
と
な

っ
た
無
縁

坂
を
下
る
う
ち
に
、
若

い
頃
に
読
ん

だ
夏
目
漱
石
や
森
鴎
外

の
世
界
が

蘇

っ
て
き
ま
し
た
。
他
支
部
の
会
員

の
方
々
と
短

い
時
間
で
し
た
が
親
し

く
言
葉
を
交
わ
せ
た
こ
と
も
大
き
な

収
穫
で
し
た
。

「
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
魅
力
あ

る
会
報
」
を
目
指
そ
う
と
広
報
部
員

一
同
、
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
会
報

へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

（西
田
　
敦
子
）

ヾ
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応
募

コ
ー
ナ
ー

俳

句


